
主催︓徳島県、特定非営利活動法⼈環境⾸都とくしま創造センター
（お問合せ先︓ TEL︓088-678-6091（エコみらいとくしま 担当︓岩佐、島⽥）

2050年のカーボンニュートラルの達成に向け、国や⾃治体、事業者だけでなく、それぞれの地
域で脱炭素に関する様々な取組みが求められています。
そのため、⾏政機関等と連携し、地域で主体的に脱炭素対策を推進される⼈材を育成する

ため、脱炭素社会に向けた対策や啓発の重要性について理解を深めていただくとともに、また地
域リーダーによる先進的な取組み事例をご紹介します。

参加無料

日 時

会 場

対 象

内 容

お 申 込

2024年３月９日（土）13:00 – 16:30（受付12:30）

エコみらいとくしま会議室（徳島市⻄新浜町２丁目3－102）
※ オンラインでも同時配信予定

https://x.gd/jCNm5

気候変動対策、地球温暖化に関心のある方

１．講演
「脱炭素社会に向けた潮流と実践者の育成について」
ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO）代表理事 畑中 直樹 氏

２．事例紹介
「くるくるファッションプロジェクト」
株式会社BIG EYE COMPANY CEO 大塚 桃奈 氏

「つなげよう、⽀えよう森⾥川海」プロジェクト
inBetweenBlues/合同会社みつぐるま 代表/環境省森⾥川海プロジェクトアンバサダー 永原 レキ 氏

下記のエコみらいＨＰからお申し込みください。

申込締切︓3月7日（木）まで

「地球温暖化防⽌活動推進員」のうち脱炭素対策に関する識⾒があり、地域で積極的に活動される方を
「徳島県脱炭素対策マイスター」に認定しています



１．脱炭素社会に向けた潮流と実践者の育成について

ひょうご持続可能地域づくり機構（HsO）代表理事 畑中 直樹 氏

博士（環境科学）。1964 年横浜⽣まれ・福岡市育ち。大阪大学⼯学部環境⼯学科卒
業後、一貫して地域の環境問題・持続可能な地域づくりに取り組むかたわら、（財）地球環
境戦略研究機関（IGES）客員研究員、大阪大学大学院⼯学研究科招聘教員（環
境・エネルギー⼯学専攻）、⾏政の各種委員等を務める。また、⾃然再⽣や森林・木材関
係のNPO 等の役員としても多数活動。総務省地域⼒創造アドバイザー、( 一財) 地域総
合整備財団（ふるさと財団) 地域再⽣マネージャー。また、⾃然再⽣や森林・木材関係の
NPO 等の役員としても多数活動。
四国経済産業局 ほか

お申し込み方法（ホームページ等以外から）

１．お電話 ０８８－６７８－６０９１

２．ファクシミリ ０８８－６６３－５３８０

上記番号まで、名前、住所、連絡先、参加方法（オンライン参加はメールアドレス）をご連絡ください
四国経済産業局 ほか

ご連絡先お名前

E-mail会場 ・ オンライン
（ どちらかに〇を入れてください ）参加方法

ご住所

２ - 1．くるくるファッションプロジェクト
株式会社BIG EYE COMPANY CEO 大塚 桃奈 氏

２ – 2．「つなげよう、⽀えよう森⾥川海」プロジェクト
inBetweenBlues / 合同会社みつぐるま 代表 / 環境省森⾥川海プロジェクトアンバサダー 永原 レキ 氏

1997年⽣まれ・神奈川県出⾝。「トビタテ︕留学JAPAN」高校⽣コース1期⽣としてファッション留学で渡英したことを機に、服を取
り巻く社会問題に疑問を持ち、⻑く続く服づくりとは何か⾒つめ直すようになる。
2020年国際基督教大学卒業後、⼈⼝1400⼈ほどの徳島県上勝町へ移住し、同年5月にオープンした公共複合施設「上勝町
ゼロ・ウェイストセンターWHY」の運営主体である株式会社BIG EYE COMPANYに就職。学校や企業をはじめ年間60回以上の
講演・視察対応を通じて「ごみ」を切り⼝に日々対話を重ねながら、循環型社会の実現を目指している。2023年から「KURU 
KURU Fashion Project」を⽴ち上げ、徳島県の廃棄⾐類削減と循環に取り組む。

1982 年 徳島県海陽町 ⽣まれ。千葉県城⻄国際大学/文化⼈類学部卒。在学中、全日本大学⽣サーフィン選手権大会で
個⼈/団体優勝を達成。音楽家JackJohnsonの活動に影響を受け、卒業後は国内外のサーフタウンや都市を巡り音楽芸術文
化、環境活動を學ぶ旅を続ける。
現在は地元宍喰の海辺に構えた藍染スタジオiBBを拠点に、徳島が世界に誇る阿波藍と海洋交易が紡いだ日本各地の伝統⼯
藝や多様な文化産業の歴史探究、また地元神社寺院や祭り、農林⽔産,⾃然環境の保全継承を使命とし、それらを土台としたモ
ノづくりやプロデュース業を実践。環境省「つなげよう、⽀えよう森⾥川海プロジェクト」や国際環境NGOサーフライダーファウンデーショ
ンのアンバサダーとして様々な環境活動にも取り組んでいる。


